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「新たなスタートのために」 
使徒の働き１章３～１４節 

 

イエスキリストの十字架と復活は私たちの罪の解決であるとともに、 
同時に神の国の歩みのスタートです。 
イエスキリストの第一声は「神の国が近づいた」であり、そして昇天の
前には弟子たちに神の国のことを教えられました(3)。そしてこの後、弟子
たちは聖霊に満たされて全世界に遣わされていきます。いよいよ新しい時
代が始まります。今日の箇所にはその準備が記されています。 

 

① ビジョンを確認する 
“イエスは彼らに言われた。「…しかし、聖霊があなたがたの上に臨むとき、あなたが
たは力を受けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリアの全土、さらに地の果て
まで、わたしの証人となります。」” 8 

“「ガリラヤの人たち、どうして天を見上げて立っているのですか。あなたがたを離れ
て天に上げられたこのイエスは、天に上って行くのをあなたがたが見たのと同じ有様
で、またおいでになります。」” 11 
 

② 心を一つにして祈る 
“彼らはみな、女たちとイエスの母マリア、およびイエスの兄弟たちとともに、いつも
心を一つにして祈っていた。” 14 

“彼らはイエスを礼拝した後、大きな喜びとともにエルサレムに帰り、いつも宮にいて
神をほめたたえていた。” ﾙｶ 24:52-53 
 

③ チーム（私たち）を整える 
“ですから、主イエスが私たちと一緒に生活しておられた間、すなわち、ヨハネのバプ
テスマから始まって、私たちを離れて天に上げられた日までの間、いつも私たちと行
動をともにした人たちの中から、だれか一人が、私たちとともにイエスの復活の証人
とならなければなりません。” 21-22 

“こうして、キリストご自身が、ある人たちを使徒、ある人たちを預言者、ある人たち
を伝道者、ある人たちを牧師また教師としてお立てになりました。それは、聖徒たち
を整えて奉仕の働きをさせ、キリストのからだを建て上げるためです。” 

ｴﾍﾟｿ 4:11-12  
 

＜考えてみよう＞ 

・今日の３つのポイントは私たちの教会においても、また私たち個人の生活にも適用できる
ことです。これらのことをどのように大切にしていますか。考えてみましょう。 


